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2012 年から継続して旧・現避難指⽰区域の住家約 150 軒について住家内外の放射性物質の分布状況を調査し
てきた。⽊造住家について線量低減係数（Reduction Factor, RF）の経時変化を調べた結果、RF と屋外の空
間線量率とには相関が⾒られ、屋外の空間線量率が低下すると RF の値が⼤きくなることが観察された。 
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1.緒言 

 現存被ばく状況において、より適切に被ばく線量推定を行うにあたっては住民の滞在時間がもっとも長い

住家屋内の空間線量率の評価が重要であり、そのためには、線量低減係数(Reduction Factor, RF)について適

正な値を用いることが必要である。 本発表では、2012~2015 年に除染前、2013〜2014 年に除染直後の測定
を⾏った飯舘村、南相馬市小高区、富岡町、浪江町の住家 60 戸での線量低減係数の経時変化を報告する。 

2.方法 
RF は(1)式により被ばく線量の評価において用いられる。 

		𝐷! = 𝑓 × (𝑂𝑢𝑡𝑑𝑜𝑜𝑟	𝑎𝑖𝑟	𝑑𝑜𝑠𝑒	𝑟𝑎𝑡𝑒 − 𝐷") × {𝑇#$%&##' + (𝑇()&##' × 𝑅𝐹)} × 365	𝑑𝑎𝑦𝑠		 (1)  

Dy:年間の追加線量、f:周辺線量当量からの実効線量への換算係数、DN:自然放射線による線量、T:滞在時間 
 住民は 1 日の約 70％（16 時間）を自宅の屋内外に滞在しており、そのうち 14〜15 時間程度は屋内に滞在

している[1]。ここでの屋外は、除染されている住家周りを指す。従って、本調査では屋外の空間線量は住家

から平均 5ｍの距離で測定した値とし、RF は屋外の空間線量率に対する屋内（すべての部屋の窓、扉から離

れた中心点）の空間線量率の比として評価した。測定は、住家内外とも⾼さ 1m の複数の地点で、1”φx1”NaI(Tl)
シンチレーションサーベイメータ(TCS-172B)を⽤いて⾏った。なお、住家から離れた敷地全体の空間線量率
をγプロッターにより測定した。 

3.結果・考察 
除染前及び除染後 6〜7 年経過した時点での RF すべての値を屋外空間線量率に対してプロットした（図１, 

60 戸 n=740）。屋外空間線量率に対してある程度の相関関係
がある（y = -0.095ln(x) + 0.46 y: RF、x: 屋外空間線量率, 
µSv/h）。屋外空間線量率が低いと⾃然放射線の寄与のため RF
値は上がり 1 に近づく。除染前であっても屋外空間線量率が
低い場合 RF 値は⾼くなる。⼀⽅、屋外空間線量が 0.5 µSv/h
より⾼いと RF はほぼ 0.4 となると考えられる。飯舘村、南相
⾺市⼩⾼区の⽊造住家 69 ⼾について除染前の時点(屋外空間
線量率:0.6-5.88µSv/h)で同様に評価した RF 値の中央値、四分
位範囲 0.43(0.34-0.53) [2]を図１に⽰す。 
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図 1 屋外空間線量率と RF 
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